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スタ Costa(海岸部)の±シエ Y ダはすでにあらかた近代化を果しているとす
る見解がむしろ一般的に行われている。
たとえば， 196C年代に LA7カ国の農業構造について調査研究を行い， そ
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p.405参照。
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sierra (山地部〉のそれを，体罰制度も存在する封建的な性格を有するものだ
と規定している叱
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れる貧民街の形成に結果した。たとえば， トルヒーョ Tγujillo 市の近くには
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